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全
隊
・
四
十
八
年
度

予
算
及
事
業
計
画
を
決
定

　
本
会
の
昭
和
四
十
八
年
度
予
算
及
事
業
計
画

を
決
定
す
る
理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
が
さ
る

二
月
十
九
日
、
東
京
本
願
寺
記
念
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ

た
。　
歳
入
歳
出
予
算
案
は
、
四
十
七
年
度
よ
り
二

三
一
万
三
〇
九
九
円
増
の
三
二
〇
八
万
二
六
二

〇
円
（
歳
入
歳
出
差
引
残
高
な
し
）
が
承
認
さ

れ
た
。
こ
の
内
、
目
立
つ
た
款
項
目
は
歳
入
の

部
で
宗
派
負
担
金
が
基
本
割
の
一
ケ
寺
一
六
〇

円
が
一
八
○
円
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
を
含
め
て

二
二
六
万
七
九
〇
〇
円
増
と
な
っ
た
の
を
は
じ

め
、
歳
出
の
部
で
は
時
局
対
策
費
が
八
五
万
円

増
の
＝
二
五
万
円
と
増
額
さ
れ
、
二
十
年
記
念

事
業
費
と
し
て
一
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
は
次
の
事
項
が
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

【
総
務
局
】

基
本
目
標

　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
に
よ
り
各
種
の
事
業

　
遂
行
に
必
要
な
措
置
を
構
ず
る
。

　
一
、
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携
の
強
化

　
二
、
財
団
の
基
金
対
策

　
三
、
全
仏
制
度
調
査
委
員
会
の
答
申
に
基
づ

　
　
く
具
現
化

　
四
、
全
階
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
の
遂
行

【
組
織
局
】

基
本
目
標

　
本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目
的
た
る
仏

　
教
運
動
の
実
践
お
よ
び
育
成
を
主
と
し
、
時

　
代
に
即
応
し
た
全
一
仏
教
運
動
を
強
く
推
進

　
す
る
と
共
に
構
成
団
体
の
一
層
の
強
化
と
団

　
結
を
期
す
る
た
め
下
記
の
事
業
を
実
施
す

　
る
。

実
施
項
目

　
一
、
第
二
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
開

　
　
催

　
二
、
未
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進

　
三
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
各
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

　
　
の
開
催

　
四
、
講
習
会
の
開
催

　
五
、
地
方
仏
教
運
動
の
推
進
、
地
方
仏
教
徒

　
　
大
会
、
講
演
会
等
へ
の
協
力

　
六
、
各
地
檀
信
徒
会
の
充
実
と
全
国
組
織
化

　
の
推
進

　
ヒ
、
時
局
対
策

　
八
、
過
年
度
大
会
採
択
事
項
の
実
施
（
担
当

　
　
事
項
）

【
国
際
文
化
局
】

基
本
目
標

　
本
会
の
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目
的
た
る

　
世
界
各
国
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
仏
教

　
四
団
体
と
の
連
絡
、
文
化
交
流
を
中
核
と
し

　
て
、
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
と
平
和
世
界
の

　
実
現
を
期
す
る
。
お
よ
び
仏
教
運
動
の
総
合

　
的
企
画
促
進
、
各
種
仏
教
運
動
の
実
践
育
成

並
び
に
弘
報
活
動
を
活
発
に
行
な
う
こ
と
に

　
よ
っ
て
、
全
一
仏
教
運
動
の
促
進
を
は
か
る

国
際
部

実
施
項
目

　
一
、
W
F
B
関
係

　
　
ω
本
部
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の
実
施

　
　
㈲
常
任
理
事
会
お
よ
び
仏
青
会
議
、
高
等

　
　
　
教
育
者
会
議
等
へ
の
出
席
お
よ
び
代
表

　
　
　
派
遣

　
　
の
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
二
、
国
際
仏
教
交
流
関
係

　
　
ω
臨
時
に
行
な
わ
れ
る
国
際
会
議
ま
た
は

　
　
　
巡
拝
団
等
へ
の
代
表
派
遣

　
　
㈲
訪
日
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

　
　
の
在
日
各
国
公
館
と
の
連
絡
接
渉

　
　
国
海
外
に
お
け
る
各
宗
派
開
教
本
部
等
と

　
　
　
の
連
絡
提
携

　
　
㈱
イ
ン
ド
日
本
寺
落
慶
法
要
等
に
対
す
る

　
　
　
協
力

　
　
8
在
日
仏
教
留
学
生
と
の
交
流
親
善

　
　
㈲
韓
国
仏
教
図
書
館
へ
の
仏
書
運
動
の
展

　
　
　
開

　
　
㈱
英
文
仏
教
百
科
辞
典
編
纂
へ
の
協
力

　
　
叫
各
国
の
天
災
戦
災
等
へ
の
救
援
活
動

　
　
図
遺
骨
収
集
事
業
へ
の
積
極
的
協
力

　
　
四
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
三
、
渉
外
広
報
関
係

　
　
ω
］
］
本
仏
教
ガ
イ
ド
書
の
刊
行
（
継
続
）
「

　
　
㈲
英
文
「
全
書
ニ
ュ
ー
ス
」
の
年
二
回
発

　
　
　
刊

　
　
の
そ
の
他
必
要
な
事
項

文
　
化
　
部

実
施
項
目

一、

@
関
紙
「
全
仏
」
の
発
行
と
普
及

二
、
日
本
仏
教
文
化
会
議
の
企
画
及
び
開
催

三
、
各
宗
教
化
担
当
者
会
議
の
開
催

四
、
全
一
仏
教
聖
典
の
普
及

五
、
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及
（
仏
教

　
徒
読
本
編
纂
、
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
等
）

六
、
そ
の
他
弘
報
宣
伝
に
関
す
る
事
項

七
、
過
年
度
大
会
採
択
事
項
の
実
施
（
担
当

　
事
項
）
新
年
懇
親
会
盛
会

　
一
月
二
十
五
日
、
京
都
御
池
飯
店
に
金
子
日

威
副
会
長
を
は
じ
め
、
野
仏
関
係
者
六
十
余
名

が
参
集
し
て
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
昨
年
暮
の
衆

院
選
を
う
け
て
、
永
末
英
一
、
中
山
動
乱
両
議

員
も
は
せ
参
じ
、
代
議
士
多
数
か
ら
も
祝
電
が

寄
せ
ら
れ
た
。
な
お
、
当
日
こ
れ
に
先
立
ち
常

務
理
事
会
、
宗
務
総
長
会
議
が
も
た
れ
た
。
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去
年
の
春
の
お
彼
岸

だ
つ
た
。
墓
地
へ
ゆ
く

と
若
い
父
親
が
せ
っ
せ

と
掃
除
を
し
て
い
る
。

「
お
い
、
珍
ら
し
い
じ
ゃ

な
い
か
。
君
も
信
心
気

が
出
て
き
た
な
」

　
彼
は
ぼ
く
の
友
人
の
弟
さ
ん
だ
っ
た
。
先
年

あ
い
つ
い
で
両
親
が
亡
く
な
り
、
ぼ
く
の
寺
の

お
檀
家
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
じ
つ
は
ね
。
今
日
が
う
ち
の
息
子
の
入
試
発

表
な
ん
で
す
よ
」

「
ほ
ほ
う
、
大
学
か
ね
。
そ
れ
で
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
お
願
い
し
て
合
格

遭
難
で
す
衰
不

は
現
役
だ
か
ら
一
寸
む

ず
か
し
い
と
思
う
ん
で

す
。
そ
の
落
ち
た
と
き

に
」
「
落
ち
た
と
き
に
ー
ー
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
説
教
し
て
も
ら
お
う
と
思

い
ま
し
て
ね
」

　
彼
の
父
親
は
立
派
な
教
育
者
で
あ
っ
た
。
彼

自
身
が
一
年
浪
人
し
て
再
び
受
験
に
失
敗
し
た

と
き
、
じ
つ
に
肝
に
銘
じ
た
話
を
し
て
く
れ
た

と
い
う
。
ぐ
れ
も
せ
ず
、
恥
ず
か
し
い
思
い
も

せ
ず
、
彼
は
新
た
な
る
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や
し
て

二
年
間
の
浪
人
生
活
へ
は
い
っ
て
い
っ
た
。
そ

し
て
合
格
し
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ど
ん
な
説
教
を
し
て
く
れ

た
ん
だ
ね
」

「
お
前
は
学
力
で
落
ち
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
精
一

杯
の
努
力
を
こ
の
一
年
間
し
て
き
た
こ
と
は
、

こ
の
俺
が
認
め
る
。
た
だ
今
度
失
敗
し
た
の
は

お
前
の
人
間
的
な
も
の
で
何
か
が
欠
け
て
い
た

ん
だ
な
、
そ
の
欠
け
て
い
た
も
の
を
、
こ
れ
か

ら
の
一
年
間
で
補
う
ん
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
つ
け
」

「
良
い
話
だ
な
」

「
う
ち
の
息
子
は
高
校
で
ト
ッ
プ
だ
と
か
言
っ

て
威
張
っ
て
ま
す
。
落
ち
て
く
れ
た
方
が
い
い

ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
し
て

く
れ
た
の
と
同
じ
話
を
し
ま
す
」

「
君
の
口
か
ら
だ
ね
」

「
そ
う
な
ん
で
す
。
今
こ
う
や
っ
て
お
願
い
し

作
家
　
寺

内

て
る
の
は
、
ぼ
く
が
話
す
と
き
死
ん
だ
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
も
傍
へ
来
て
い
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
か
ら
で
す
」

　
こ
の
奴
も
立
派
な
父
親
に
な
っ
た
な
、
と
ぼ

く
は
感
心
し
た
。
い
や
あ
の
受
験
失
敗
の
と
き

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
し
て
も
ら
っ
た
説
教
が
立

派
に
彼
の
胸
の
な
か
で
生
き
て
い
た
ん
だ
な
、

と
ぼ
く
は
思
っ
た
。

　
一
不
死
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
の
は
、

子
孫
が
追
憶
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
西
欧
の
近
代
哲
学
が
結
論
し
た
不
死

観
だ
が
、
ま
さ
し
く
先
人
の
良
き
意
志
は
、
そ

の
子
ど
も
や
孫
に
よ
っ
て
追
善
さ
れ
て
こ
そ
永

遠
に
生
き
る
の
で
あ
る
。

「
遺
伝
」
と
言
え
ば
、
と
か
く
わ
れ
わ
れ
は
肉

体
上
の
現
象
で
し
か
そ
れ
を
と
ら
え
よ
う
と
し

な
い
。
だ
が
近
代
の
実
証
哲
学
者
た
ち
は
、
す

で
に
精
神
上
の
「
遺
伝
」
に
つ
い
て
考
察
を
深

く
し
て
い
る
。

　
な
ぜ
わ
れ
わ
れ
は
～
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

「
善
」
の
意
志
を
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
正
し
く
立
派
に
生
き
た
先
人
か
ら
遺
伝
し

た
も
の
、
と
い
う
説
で
あ
る
σ
そ
の
な
か
で
も

無
私
の
信
仰
心
こ
そ
、
人
間
に
と
っ
て
最
も
美

し
い
遺
伝
だ
と
学
究
た
ち
は
言
い
き
る
。

　
こ
の
二
十
世
紀
の
文
明
社
会
に
お
い
て
、
す

で
に
科
学
と
宗
教
と
は
敵
対
関
係
に
終
始
符

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
打
っ
て
し
ま
っ
た
の

大

吉

だ
。
同
じ
ス
タ
ユ
ト
地

点
か
ら
始
動
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
い
み
じ
く
も
ぼ
く
は

若
い
父
親
か
ら
教
え
ら

れ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
「
彼
崖
が
何
か
と
い
う

こ
と
を
で
あ
る
。

　
入
試
に
の
ぞ
ん
だ
わ
が
子
の
こ
と
を
、
そ
の

先
祖
（
父
親
）
に
祈
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
先
祖

の
霊
力
に
す
が
っ
て
「
合
格
で
き
ま
す
よ
う
に

と
祈
る
呪
術
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
父
親
の
予
測
ど
お
り
そ
の
息
子
は
受
験
に
失

敗
し
た
。
彼
岸
の
明
け
の
日
、
父
子
は
連
れ
立

っ
て
寺
へ
や
っ
て
き
た
。

「
こ
れ
か
ら
説
教
し
て
き
ま
す
よ
」

　
ひ
と
足
先
に
お
線
香
を
息
子
に
持
た
せ
て
墓

地
へ
ゆ
か
せ
た
父
親
は
ぼ
く
に
言
っ
た
η

h
い
や
、
何
に
も
言
わ
な
い
方
が
い
い
だ
ろ
う
」

「
説
教
し
な
く
て
も
い
い
で
す
か
ね
」

「
い
い
と
も
」

「
な
ぜ
で
す
」

「
寺
ま
で
き
て
る
ん
だ
。
あ
の
坊
や
、
落
胆
し

た
り
ぐ
れ
た
り
な
ん
か
し
な
い
ぜ
。
は
り
切
っ

て
浪
人
生
活
へ
は
い
っ
て
ゆ
く
さ
」

「
そ
う
で
す
が
ね
…
…
そ
う
で
す
ね
」

　
父
親
は
に
っ
こ
り
と
笑
っ
た
。
ア
カ
桶
を
さ

げ
る
と
小
走
り
に
息
子
の
あ
と
を
追
っ
た
。

　
不
合
格
報
告
を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
前
で
す
る

父
と
子
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
ぼ
く
は
こ
の
お
彼
岸
で
い
ち
ば
ん
立
派
な
修

養
を
し
た
の
は
、
こ
の
父
子
だ
と
思
っ
た
。

　
冬
の
気
配
を
全
く
忘
れ
た
季
節
と
同
じ
よ
う

に
、
ぼ
く
は
肌
に
豊
か
な
ぬ
く
も
り
を
お
ぼ
え

た
。
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㎜
　
　
　
中
央
講
習
会
を
雪
催
　
　
　
　
　
照

照
　
三
月
五
日
（
月
）
午
前
十
時
か
ら
、
東
皿

…
京
池
上
の
日
蓮
宗
宗
務
院
に
お
い
て
、
文
…

…
化
庁
後
援
の
も
と
に
開
催
す
る
。
　
　
　
剛

㎜
哺
、
宗
教
法
人
管
理
運
営
上
の
問
題
点
　
…

…
　
　
　
　
文
化
庁
宗
務
課
長
佐
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信
男
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て
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T
．
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∵
’
．
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宗
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法
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郎
氏
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」
人
類
の
危
機
を
救
お
う
、
仏
教
で
”

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
ま
る

　
既
報
の
と
お
り
、
今
年
の
全
仏
大
会
は
、
来

る
六
月
二
十
六
・
七
日
、
東
京
池
上
本
門
寺
を

会
場
に
、
第
二
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
、

全
仏
結
暁
二
十
年
記
念
池
上
本
門
寺
大
会
と
し

て
開
催
さ
れ
る
が
、
こ
の
ほ
ど
、
今
大
会
が
全

仏
主
催
、
東
京
都
仏
教
連
合
会
お
よ
び
本
門
寺

共
催
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　
大
会
準
備
委
員
会
結
成

・
昨
年
暮
に
大
会
関
係
の
全
仏
、
東
仏
、
本
門

（
準
備
委
員
会
一
月
十
一
月
）

寺
お
よ
び
日
蓮
宗
よ
り
委
員
の
推
選
を
願
い
、

一
月
十
一
日
の
第
一
回
準
備
委
員
会
に
お
い
て

正
副
委
員
長
を
互
選
し
て
発
足
し
た
。
大
会
準

備
委
員
長
に
は
、
本
門
寺
執
事
長
酒
井
謙
祐
師

が
選
出
さ
れ
た
。
委
員
は
次
の
各
師
（
敬
称
略

・
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

全
仏
関
係
一
○
真
渓
義
貫
　
○
板
橋
宥
成
　
白

　
川
良
純
伊
東
堅
純
岩
本
英
樹
古
屋
道

　
雄
他
一
名
未
決

東
仏
関
係
一
○
郡
司
博
道
神
野
真
一
　
村
瀬

　
博
道
　
新
井
面
罵
　
池
野
動
乱

本
門
寺
及
日
蓮
宗
関
係
一
◎
酒
井
謙
祐
　
三
井

　
宣
雄
　
石
川
存
静
　
中
野
顕
文
　
小
高
恵
能

　
○
新
川
日
見

　
な
お
、
以
上
の
委
員
の
ほ
か
全
仏
前
文
化
部

長
阿
部
顕
瑞
氏
、
前
組
織
局
主
事
福
井
清
俊
氏

が
事
務
局
嘱
託
と
し
て
大
会
の
事
務
処
理
に
当

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
テ
ー
マ
別
に
部
会
を
編
成

　
引
き
つ
づ
き
第
二
回
を
二
月
七
日
に
、
第
三

回
を
二
月
十
四
日
に
開
催
し
、
そ
の
間
正
副
委

員
長
会
議
も
開
い
て
、
大
会
の
規
模
、
形
式
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
等
が
協
議
さ
れ
、
お
よ
そ
の
構
想

が
ま
と
ま
っ
た
。

　
規
模
と
し
て
参
加
人
数
は
、
会
場
の
本
門
寺

広
仏
殿
お
よ
び
部
会
場
と
な
る
棚
輝
会
館
の
収

容
関
係
も
あ
っ
て
、
加
盟
団
体
よ
り
の
代
表
者

約
七
〇
〇
名
程
度
に
な
る
も
よ
う
。

大
会
日
程
は
、
第
一
日
目
午
前
中
に
式
典
、

総
会
、
午
後
に
入
っ
て
部
会
、
夕
刻
レ
池
ブ
シ

ョ
ン
、
翌
二
日
目
に
部
会
報
告
、
決
議
が
あ
っ

て
昼
O
ろ
終
了
す
る
。
本
年
は
特
に
全
仏
結
成

二
十
年
に
当
る
の
で
記
念
式
典
お
よ
び
関
係
物

故
者
追
悼
法
要
が
営
ま
れ
る
。

　
会
議
運
営
は
従
来
の
よ
う
な
檀
信
徒
部
会
、

婦
人
部
会
等
の
部
会
方
式
を
と
ら
な
い
で
、
現

在
仏
教
界
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
と
妙
上
げ
、

そ
の
問
題
別
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
数
部
会
を

編
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
部
会
ど

合
わ
せ
て
宗
派
代
表
者
会
議
、
各
県
仏
教
会
代

表
者
会
議
が
開
か
れ
る
等
、
新
し
い
力
向
が
打

ち
出
さ
れ
で
い
る
。

　
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、
・
種
々
案
が

出
さ
れ
た
中
か
ら
検
討
を
加
え
、
　
「
人
類
の
危

機
を
救
お
う
、
仏
教
で
」
ど
決
定
し
た
。
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
と
に
、
大
会
趣
旨
の
原
案
作

成
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に
か
か
っ
て
い
る
。

「
全
一
仏
教
聖
典
」

　
　
　
　
　
　
　
再
刊
頒
布
中
，

　
一
昨
年
発
行
し
た
「
全
一
仏
教
聖
典
」
は
各

方
面
か
ら
好
評
を
頂
き
、
在
庫
が
な
く
な
っ
て

い
た
が
、
今
回
、
体
裁
活
字
等
を
改
め
隔
新
た

に
仏
教
聖
歌
も
多
少
加
え
て
、
頒
布
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
大
き
さ
は
、
新
書
版
一
〇
二
頁
、
紙
か
が
り

と
じ
で
、
頒
布
価
格
は
二
百
円
。
送
料
別
。

一
内
容
は
、
第
一
部
「
勤
行
式
」
、
繊
悔
文
、

三
帰
依
文
、
開
経
偶
、
四
弘
誓
願
、
成
仏
偶
。
」

第
二
部
「
諸
宗
聖
教
」
、
正
信
念
仏
偶
、
普
杓

品
偶
、
般
若
心
経
、
光
明
真
言
、
自
我
偶
、
修

正
義
。
付
録
「
仏
教
聖
歌
」

　
　
全
仏
人
事

渡
辺
弘
子
．
総
務
局
雇
員
（
二
月
十
六
日
付
）
・

事
務
総
局
録
事
（
一
月
）

八
且
．
．

＋
一
日
，

　
　
〃
．
二
十
日
一
．

二
十
五
日

　
　
〃
三
十
一
日

　
〃

七
日
九
日

　
　
〃
十
二
日

十
四
日

十
五
日

．
＋
九
日

二
十
日

二
＋
一
日

二
十
二
日

三
＋
六
日

事
務
始

局
内
会
議

第
一
回
大
会
準
備
委
員
会

局
内
会
議
．

常
務
理
事
会
宗
務
総
長
会
議

新
年
懇
親
会

準
備
正
副
委
員
長
会
議

局
内
会
議

　
　
　
　
（
二
月
）

　
第
二
回
準
備
委
員
会
．

局
内
会
議

ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
視
察
団
説
朋
会

　
日
宗
連
特
別
税
制
委
員
会

　
第
三
回
準
備
委
員
会
：

　
懇
懇
会

理
事
会
、
評
議
員
会

　
大
会
ポ
ス
タ
ー
打
合
せ
，

局
内
会
議

■
文
化
専
門
委
員
会

・
ポ
ロ
ブ
ド
ー
ル
視
察
団
出
発
・
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仏
跡
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
視
察
団
出
発

　
全
仏
主
催
の
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
視
察
団
（
団
長

金
子
貫
達
師
）
二
十
名
は
、
二
月
二
十
六
日
朝

J
A
L
七
一
一
便
で
東
京
を
発
つ
た
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
着
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
会
を

訪
問
、
そ
の
あ
と
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
を
視
察
す
る

ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
と
同
様
な
仏
跡
で
、
ジ
ャ
ワ
中
部
の
古

乞団臥
　　　ノ　ヘノ

鞠長
副
団
長

　
　
　
　
金
子
　
貫
達

臨
汐
浄
土
宗
器
謹

灘
崎
市
銭
座
町
四

　
　
－
五
九

副
団
長

団
　
　
員

長
谷
川
俊
明

あ
そ
か
病
院
理
事

鎌
倉
市
浄
明
寺
一

一
四田

中
　
政
海

豊
山
派
金
衆
院
住

職埼
玉
県
所
沢
市
上

山
口
二
二
〇
三

大
島
宗
四
郎

大
洋
社
製
本
所
社

新
宿
区
山
吹
町
四

一

都
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
に
あ
る
八
世
紀
に

作
ら
れ
た
世
界
最
大
の
も
の
。
最
近
崩
壊
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
、
今
夏
よ
り
ユ
ネ
ス
コ
の
手
に

よ
り
修
復
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
一
行
は
、
バ
リ
島
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
ま
わ
っ
て
三
月
八
日
夜
帰
国
す
る
。

大
島
　
チ
ヨ

同
夫
人

山
ロ
　
智
光

日
蓮
宗
妙
経
寺
住

懲
職

観
黛
．
毒
・
細
嚥
鰭
薯

台
東
区
元
浅
草
ニ

ー
五
－
一
三

山
ロ
　
蓮
子

同
夫
人

長
妻
　
鉄
子

妙
経
寺
信
徒

葛
飾
区
東
立
石
三

i
一
五
⊥
二

島
田
稲
太
郎

島
田
屋
本
店
社
長

　
螺
品
川
区
東
五
反
田

　
　
二
i
三
－
四

が
へ
謬
も
・
、

豊
吉
　
宗
寿

大
徳
寺
派
天
真
寺

住
職
港
区
南
麻
布
三
一

一
－
一
五

豊
吉
　
宗
雄

同
寺
族

成
田
　
光
穂

浄
土
宗
天
聖
寺
住

職八
戸
市
十
六
日
町

二
七鳥

居
　
観
順

浄
土
宗

世
田
谷
区
奥
沢
七

一
四
一
一
三

金
子
　
賢
子

浄
土
宗
聖
徳
野
寺

族長
崎
市
銭
座
町
四

－
五
九

醜簿

一
中
芙
美
子

豊
山
派
下
乗
院
寺

族
n
所
沢
市
上
山
口
二

二
〇
三
小
牧
秀
雄

日
本
仏
教
讃
仰
会

噸
曙
千
代
田
区
内
神
田

　
　
ニ
ー
三
一
五

事
務
長

町
田
　
国
夫

　
　
日
本
仏
教
鎖
仰
会

轟　　
千
代
田
区
内
神
田

　
　
二
一
三
一
五

事
務
員

添
乗
員

麻
布
　
照
海

議
題
事
務
総
長

本
願
寺
派
善
福
寺

住
職
港
区
元
麻
布
一
i

六
－
二
一

　
服
部
　
光
順

懸
仏
組
織
文
化
局

主
事
浄
土
宗
昌
清
寺

文
京
区
本
郷
一
一

八
一
三

相
川
　
忠
重

千
代
田
ト
ラ
ベ
ル

港
区
南
青
山
五
一

六
i
二
〇
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仏
教
界
最
大
の
年
中

仏
翻
難
灘
藻
総
行
事
と
し
て
年
々
全
国

　　

f
藻
灘
檎
三
三

繋
舵
馨
誕
罐
鰐
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．
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Q
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D
ス
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ﾖ
ボ
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ト
な
コ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
雛
糞
転
雛

昭和48年3月1日

で
、
本
年
も
同
ポ
ス
タ
ー
を
各
県
郡
市
仏
あ
る

い
は
各
寺
院
、
幼
稚
園
等
に
於
て
、
広
く
む
利
用

し
て
頂
く
よ
う
左
記
要
領
に
て
頒
布
し
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
は
カ
ラ
フ
ル
な
荘
厳
味
豊
か
な
も

の
で
あ
る
。

◎
一
枚
　
五
十
円
（
二
十
枚
以
上
は
送
料
本
会

　
　
　
　
　
　
　
　
負
担
）

◎
ポ
ス
タ
ー
下
部
余
白
に
、
主
催
団
体
名
、
開

　
催
月
日
、
会
場
等
の
印
刷
も
O
相
談
に
応
じ

　
ま
す
。
費
用
は
枚
数
に
余
り
関
係
な
く
、
お

よ
そ
五
千
円
く
ら
い
で
す
。

　
　
韓
国
仏
教
図
書
館

　
　
　
仏
書
寄
贈
感
謝
録
（
一
一
）

柳
　
　
了
堅

　
「
全
日
本
仏
教
全
書
」
百
巻

全
日
本
仏
教
会

（
敬
称
略
）

「
望
月
仏
教
大
辞
典
」
十
巻
「
寺
院
名
鑑
」

　
　
　
　
昭
和
四
十
八
年
三
月
一
日
発
行

　
　
　
　
三
月
号
　
第
一
八
五
号

大
東
出
版
社

　
「
印
度
撰
道
部
」
全
百
五
十
五
巻

田
中
隆
恵

　
「
ス
シ
ェ
ル
タ
本
集
」
等
三
十
一
冊

竜
谷
大
学

　
「
日
本
浄
土
教
の
研
究
」
等
六
十
七
冊

　
　
　
小
計
三
六
四
冊
合
計
六
四
九
冊

発
行
人
　
麻
　
布
　
照
　
海

インド日本寺落慶

財団法人国際仏教興隆協会が釈尊成道の聖地ブダガヤに建設中のインド日本

編
集
人
　
岩
脇
宏
信

寺は本年12月落成の運びとなり、12月1日から10日まで各宗・各団体によって

現地で毎日慶讃法要が営まれます。

12月8日には全日本仏教会によって落慶式が厳修されます。

詳細は下記の取扱旅行会社にお問い合せ下さい。

【一指定取扱旅行会社

国際旅行業協会会員

運輸大臣登録一般154号

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

総論多i貿1昨ラペル

東京都港区青山5丁目6番20号（千成ビル）
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